
イチョウ
いちょう科

中国原産の落葉樹。秋の黄葉が美しく，日本では古くから社

寺の境内などに植えられ，親しまれてきました。生育は旺盛

で，病害虫も少なく，暑さや乾燥などにもよく耐え，寿命も

長いので，街路樹として多く使われています。

樹形が円錐形に整い，町並みに

統一美をもたらすので，ビス

タ（見通しの景観）を強調

する道路に使わ

れています。
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平野桜木町
●高さ8.5ｍ●幹周1.63ｍ
◆もちのき科／常緑高木

形が整えられたクロガネモチで，秋
には赤い実がひときわ目立ちます。

平野上柳町（立命館大学前）
イチョウ
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立命館大学前にあるバス停留所の分離帯の街路樹です。夏の緑や秋の黄葉
は，背後にある堂本美術館の白い建物とよく調和しています。

平野上柳町
●高さ12.5ｍ●幹周1.10ｍ
◆いちょう科／落葉高木
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平野神社
クスノキ

平野宮本町
●高さ23.5ｍ
●幹周5.00ｍ

◆くすのき科／常緑高木

平
野
神
社

イ
チ
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平野宮本町
●高さ21.5ｍ●幹周2.95ｍ
◆いちょう科／落葉高木

社務所前にある大木で，訪れる
人々を迎えています。
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神社は源氏・平氏の氏神
としてあがめられていま
す。本殿前の広場にある
このクスノキは，幹周が
５ｍ，葉張りが３０ｍも
ある大木です。歴史を感
じさせるとともに境内の
落ち着いた雰囲気をつく
りだしています。


